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１学期はそれぞれが頑張りました

楽しみにしていた夏休みが始まります

４月７日の始業式･入学式から始まった１学期も今日（２

０日）終業式を行い、夏休みに入ります。この間、命に関

わる大きな事故等がなく、児童全員が無事に毎日を過ごせ

たことは何よりでした。また、新しい学年そして学級で気

持ちも新たに児童一人ひとりの頑張りが感じられた１学期

でもあったと思います。昨年度から引き続いている『新し

い生活様式』を送るにあたっては、児童一人ひとりの努力

と配慮が感じられました。このことについてはご家庭や地

域の皆様のご理解・ご協力に因るところが大きく、感謝しております。

さて、明日（２１日）からは待ちに待った夏休みが始まります。今年度は８月２４日までの３

５日間となる例年どおりの夏休みです。この間、決められた時刻にチャイムが鳴る生活から離れ、

自分自身で生活リズムを考え実践する毎日となります。学校生活から離れ自由で楽しい日々と思

いますが、充実した日々を送れるかどうかは、如何にメリハリのある生活リズムで３５日間を過

ごせるかにあると思います。また、３５日間という長期間の休みですので、終わり頃になってか

ら慌てないよう、計画性ある、時期に応じて次のような方向性をもった学びを重ねてみてはどう

でしょうか。(下記は夏休みを３期に分けた例です。この他にも、５期に分けて１週間ごとに目

標や方向性を定めたものも有効と思います。)いずれにしましても、自分に合った計画を立てら

れるといいですね。

序盤の２週間(１学期を振り返り、宿題や復習を中心に行う)

→ 中盤の２週間(自分の興味関心に応じて自主的な学びに努める）

→ 終盤の１週間(２学期を気持ちよくスタートできるように準備する)

夏休みには、学期中の学校生活では経験できない体験的な活動や趣味・特技を生かした活動な

どに励んで見聞を深め広げることで、個性の伸長をよりよく促しながら一回りも二回りも大きく

成長して欲しいと願っています。

また、万引きや火遊び等の問題を起こさないことは勿論のこと、交通事

故や水の事故、熱中症など健康安全に関わる事故にも絶対に遭わないよう

に学校でも指導しておりますので、ご家庭での指導もお願いいたします。

２学期の始業式には、充実した夏休みを送り、生き生きとした表情の児

童の皆さんに会えることを楽しみにしています。



元気に毎日を過ごし、夏休みを満喫するために

このところ、群馬県内では新型コロナウイルスの感染状況について、

一旦落ち着いた様子を見せています。しかし、油断は禁物と思います。

今後、感染拡大に転じることも可能性としてゼロではありません。健康

を維持するために、感染症予防に努める気持ちと姿勢、生活習慣はこれ

からも持ち続けて欲しいと思っております。盛夏は熱中症対策も併せな

がらの対応となり、二律背反的な配慮も必要と思いますが、TPO に即し
た臨機応変な行動がとれるようお子さんへお話しください。

感染症に罹患せず元気に夏休みを過ごせるよう、主に次の点をお子さんへご指導願います。

①人と会う時や話す時、外出して人の多い所に行く時などはマスクを着用しましょう。(ただし、

暑さや息苦しさを感じたら、人混みを避けて一時的にマスクを外して涼をとりましょう。)

②手洗い･うがいを励行しましょう。(特に外出した後の帰宅時は必ず行いましょう。)

③外出時にはハンカチやティッシュ等を忘れずに持参し、外出先でもこまめな手洗いが行えるよう

にしましょう。

④｢密閉･密集･密接｣といった『三密』を避けましょう。

⑤｢早寝･早起き･朝ご飯｣など規則正しい生活を送り、体力や身体の抵抗力を高めましょう。

【栗原 秀文 教頭先生から】

数学(算数)の勉強の原点 －ガウス少年の逸話から－

中学校のときの数学の先生が授業の中で話してくれたお話です。

ガウス(有名な数学者)７歳のときの算数の授業のことです。教師はクラスの児童に、「１から１００まで

の整数をすべて足した答えを求めなさい。」といいました。その教師は、どんな児童でも多くの時間がかか

るだろうと予想していました。しかし、ガウスはこの問題をすぐに解いてしまったのです。その方法は下

のようなものでした。

「１＋２＋３＋４＋・・・９８＋９９＋１００＝」を計算するのに、まず１と１００を足します。する

と、１＋１００＝１０１です。続いて、２と９９を足します。２＋９９＝１０１。さらに、３と９８を足

すと、３＋９８＝１０１です。その後も同じように計算を続けます。

このように、１から１００までの数を外側から順に足していったのです。足す数は、１００の半分の５

０ということが分かるので、１０１を５０回足すということは、１０１×５０＝５０５０です。この求め

方でガウスは、１＋２＋３＋・・・＋９９８＋９９９＋１０００も簡単に求めてしまいました。（いくつで

しょうか？）

これがこの話だけなら印象には残らないでしょう。その後先生は、「もしこれを聞いて数学が

おもしろそうと思ったなら数学を勉強してみるのもいいいかもしれない」とおっしゃいました。

私は「おもしろそう」と思ってしまいました。そして大学でも数学を学ぶことになりました。何

が自分の将来の方向を決めるのか分かりません。宮二小が、そんな出会いを経験できる場所であ

り続ければと願っています。


